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今
回
の
参
議

院
選
挙
の
重
大

な
論
点
の
一
つ

に
改
憲
問
題
が

あ
る
。

　

日
本
の
平
和
憲
法
が
維
持

さ
れ
る
の
か
ど
う
か
は
、
日

本
国
民
は
も
と
よ
り
近
隣
の

み
な
ら
ず
諸
外
国
に
も
関
心

事
で
あ
る
。

　

日
本
の
経
済
力
が
劣
化

し
、
国
際
影
響
力
も
新
興
の

中
国
な
ど
に
押
さ
れ
っ
ぱ
な

し
に
見
え
る
が
、
一
方
で
は

ア
ニ
メ
や
寿
司
や
治
安
や
環

境
な
ど
で
日
本
の
文
化
や
国

づ
く
り
が
高
く
評
価
さ
れ
て

い
る
。

　

そ
の
根
底
に
は
日
本
の
言

行
一
致
へ
の
信
頼
が
高
い
こ

と
が
あ
る
。

　

平
和
や
自
由
を
叫
ん
で

も
、
同
時
に
軍
事
的
威
圧
を

含
ん
だ
発
言
は
誰
も
が
眉
唾

で
適
当
に
聞
い
て
い
る
。

　

時
に
は
日
本
も
露
骨
な
経

済
至
上
主
義
か
ら
他
国
か
ら

不
信
の
目
で
見
ら
れ
る
場
面

も
あ
る
。
だ
が
根
底
に
は
平

和
憲
法
を
抱
く
日
本
へ
の
リ

ス
ペ
ク
ト
は
経
済
以
上
の
も

の
で
あ
る
。
種
々
多
様
な
課

題
を
抱
え
る
多
く
の
国
が
平

和
と
安
定
を
目
指
し
、
そ
の

た
め
模
範
と
な
り
得
る
国
策

を
日
本
の
憲
法
に
見
出
そ
う

と
し
て
い
る
。
憲
法
の
理
想

主
義
は
人
類
の
誇
り
で
あ
る
。

雇
用
破
壊
と「
小
さ
な
社
会
保
障
」

生
活
保
護
制
度
大
改
悪
の
ね
ら
い

基基  

軸軸
日
本
の
行
方
と

日
本
の
行
方
と

新新  

福福  

祉祉  

国国  

家家
❹❹

都
留
文
科
大
学
名
誉
教
授　

後
藤
道
夫

都
留
文
科
大
学
名
誉
教
授　

後
藤
道
夫

　

２
０
１
０
年
の
厚
労
省
保

護
課
推
計
に
よ
れ
ば
、
生
活

保
護
基
準
未
満
の
収
入
の
世

帯
は
、
生
活
保
護
利
用
世
帯

の
５
・
５
倍
で
あ
る
。
膨
大

な
「
漏
給
」
だ
。
こ
の
割
合

さ
れ
て
い
る
の
は
８
５
７
万

世
帯
（
１
１
７
５
万
人
）
と

な
る
。
こ
こ
で
の
「
収
入
」

は
他
の
社
会
保
障
給
付
を
含

む
。
つ
ま
り
、
す
べ
て
の
社

会
保
障
制
度
の
給
付
を
受
け

が
４
・
１
％
い
る
。
年
金
の

制
度
目
的
に
最
低
生
活
の

「
保
障
」
は
記
さ
れ
て
い
な

い
。
政
府
は
、
高
齢
者
は
、

貯
金
、
ア
ル
バ
イ
ト
、
仕
送

り
と
年
金
の
四
つ
で
暮
ら
す

て
明
示
し
た
唯
一
の
制
度
な

の
だ
が
、
こ
れ
に
は
膨
大
な

「
漏
給
」
が
存
在
す
る
。

影
の
大
黒
柱

　

貧
困
状
態
に
放
置
さ
れ
て

「
特
別
な
弱
者
」、「
社
会
の

や
っ
か
い
も
の
」
の
烙
印
を

押
さ
れ
る
と
思
い
込
ま
さ
れ

て
い
る
か
ら
だ
。

　

実
は
、
困
窮
を
「
自
己
責

任
」
で
引
き
受
け
る
、
こ
う

た
後
で
こ
う
な
の
で
あ
る
。

　

た
と
え
ば
老
齢
年
金
で

は
、
年
金
額
50
万
円
未
満
が

男
で
８
・
２
％
、
女
で
24
・

５
％
を
数
え
、
こ
の
他
に
、

受
給
し
て
い
な
い
65
歳
以
上

も
の
で
、
年
金
は
「
保
障
」

で
は
な
い
と
言
う
。
６
割
が

年
金
の
み
で
暮
ら
す
高
齢
者

の
実
態
を
無
視
し
た
話
だ
。

　

結
局
、
生
活
保
護
は
最
低

生
活
「
保
障
」
を
目
的
と
し

い
る
人
び
と
の
ほ
と
ん
ど

は
、
ひ
た
す
ら
「
ガ
マ
ン
と

自
己
努
力
」
で
耐
え
て
い
る

の
だ
が
、
そ
の
最
大
の
理
由

は
、
生
活
保
護
利
用
へ
の
恐

怖
だ
ろ
う
。
利
用
す
る
と

し
た
膨
大
な
貧
困
層
の
存
在

こ
そ
が
、
日
本
の
「
小
さ
な

社
会
保
障
」
を
支
え
る
影
の

大
黒
柱
な
の
だ
。
だ
が
、
こ

こ
15
年
ほ
ど
、
生
活
保
護
利

用
率
は
、
雇
用
崩
壊
・
貧
困

拡
大
と
と
も
に
大
き
く
上
昇

し
た
。
12
年
度
の
人
員
保
護

率
１
・
67
％
と
い
う
数
字
は

１
９
６
５
年
以
来
の
も
の

だ
。
上
昇
が
続
け
ば
ど
う
な

る
か
。

　

「
小
さ
な
社
会
保
障
」
の

大
黒
柱
た
る
「
ガ
マ
ン
と
自

己
努
力
」
が
動
揺
・
崩
壊
す

る
可
能
性
が
生
ま
れ
る
。
生

活
保
護
バ
ッ
シ
ン
グ
の
力
が

逆
を
向
く
瞬
間
で
あ
る
。

　

支
配
層
が
そ
う
し
た
事
態

を
予
防
拘
禁
し
た
い
と
考
え

る
の
は
不
思
議
で
は
な
い
。

こ
れ
が
今
回
の
生
活
保
護
制

度
大
改
悪
の
最
大
の
理
由
で

あ
る
。

 

（
つ
づ
く
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

ご
と
う
・
み
ち
お　

１
９
４

７
年
、
福
島
生
ま
れ
。
一
橋

大
学
大
学
院
博
士
課
程
単
位

取
得
。
２
０
１
３
年
４
月
か

ら
都
留
文
科
大
学
名
誉
教

授
。
主
な
著
書
・
編
著
に

『
新
自
由
主
義
か
新
福
祉
国

家
か
』『
ワ
ー
キ
ン
グ
プ
ア

原
論
』
な
ど
。

を
12
年
度
の

生
活
保
護
利

用
数
に
あ
て

は
め
る
と
、

最
低
生
活
費

以
下
に
放
置

保険で
よい歯科医療を

大阪連絡会大阪連絡会 噛
む
力
で
心
も
体
も
健
康
に

噛
む
力
で
心
も
体
も
健
康
に

別
刷
り
（
５
・
６
面
）
に
「
特
集 

税
務
調
査
の
対
応
と
心
得
」
を
掲
載

市
民
講
座
で
小
野
塚
氏（
神  

奈  

川  

歯  

科

大
学
名
誉
教
授

）が
提
起

　

「
歯
を
大
切
に
し
て
噛
む
こ
と
を
習
慣
付
け
、
健
康
に
な
ろ
う
」
―
―
。

９
日
に
Ｍ
＆
Ｄ
ホ
ー
ル
で
開
い
た
市
民
講
座
「
良
く
噛
ん
で
食
べ
る
。
噛
め

ば
脳
が
若
返
る
」
で
、
講
師
の
小
野
塚
實
氏
（
神
奈
川
歯
科
大
学
名
誉
教

授
）
は
、
１
０
９
人
の
参
加
者
に
咀
嚼
を
通
じ
た
健
康
法
の
実
践
を
呼
び
か

け
た
。「
保
険
で
よ
い
歯
科
医
療
を
大
阪
連
絡
会
」
が
主
催
し
た
。

咀
嚼
の
習
慣
付
け
に
よ
る
健
康
づ
く
り
を
呼
び
か
け
た

市
民
講
座
＝
９
日
、
Ｍ
＆
Ｄ
ホ
ー
ル　
　
　
　
　
　
　

　

脳
科
学
の
観
点
か
ら
咀
嚼

と
全
身
の
健
康
に
つ
い
て
解

説
し
た
小
野
塚
氏
は
、
噛
む

行
為
が
運
動
機
能
を
つ
か
さ

ど
る
小
脳
に
好
影
響
を
与
え

る
こ
と
を
指
摘
。「
咀
嚼
で

小
脳
を
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
す
る

こ
と
で
運
動
能
力
を
高
め
ら

れ
る
」
と
話
し
た
。

　

咀
嚼
と
肥
満
の
関
係
を
調

べ
た
実
験
で
は
、
食
前
に
ガ

ム
を
噛
む
習
慣
を
付
け
た
人

の
７
割
で
体
重
が
減
少
し

た
。
満
腹
中
枢
を
刺
激
す
る

だ
け
で
な
く
、
糖
尿
病
や
動

脈
硬
化
の
因
子
も
改
善
し
た

と
し
て
、「
噛
む
力
で
肥
満

や
生
活
習
慣
予
防
に
つ
な
が

る
」
と
強
調
し
た
。

　

さ
ら
に
、
ガ
ム
習
慣
で
脳

の
海
馬
が
刺
激
さ
れ
、
記
憶

力
が
15
％
以
上
ア
ッ
プ
し
た

こ
と
や
、
ス
ト
レ
ス
発
散
に

も
つ
な
が
っ
た
こ
と
を
説

明
。
認
知
症
の
改
善
や
う
つ

病
予
防
も
期
待
で
き
る
と
述

べ
た
。

　

小
野
塚
氏
は
最
後
に
、

「
咀
嚼
を
習
慣
付
け
る
こ
と

が
で
き
れ
ば
、
健
康
に
な
れ

る
。
良
く
噛
ん
で
食
べ
、
脳

や
体
、
心
を
守
り
、
健
康
に

な
り
ま
し
ょ
う
」
と
呼
び
か

け
た
。

　

市
民
講
座
に
は
、
大
阪
府

や
大
阪
市
、
新
聞
社
、
在
阪

テ
レ
ビ
局
・
ラ
ジ
オ
局
な
ど

　

協
会
は
、
13
日
の
保
団
連

国
会
要
請
行
動
に
参
加
、Ｔ
Ｐ

Ｐ
参
加
断
念
、
患
者
負
担
軽

減
、
保
険
の
き
く
歯
科
の
治

療
の
拡
大
な
ど
を
地
元
選
出

の
衆
参
国
会
議
員
に
陳
情
し

た
。行
動
に
は
27
協
会
、１
０

８
人
が
参
加
。
大
阪
か
ら
は

下
井
戸
昭
介
副
理
事
長
、
森

啓
・
中
西
幹
夫
各
理
事
、永
田

悦
夫
顧
問
ら
が
参
加
し
た
。

　

「
国
民
皆
保
険
制
度
を
崩

壊
へ
導
く
Ｔ
Ｐ
Ｐ
参
加
断
念

を
求
め
る
会
員
署
名
」
を
も

と
に
現
場
の
声
を
紹
介
、
国

の
責
任
を
大
幅
に
後
退
さ
せ

る
社
会
保
障
制
度
改
革
推
進

法
の
廃
止
や
、
診
療
報
酬
へ

の
予
算
配
分
な
ど
を
訴
え

た
。
面
談
に
応
じ
た
山
下
芳

生
参
院
議
員
（
共
産
）
に
、

「
患
者
窓
口
負
担
の
大
幅
軽

減
を
求
め
る
請
願
署
名
」
な

ど
１
０
６
筆
を
託
し
た
。

が
後
援
し
た
。

　

講
演
の
前
に
は
第
４
回
総

会
を
開
き
、
２
０
１
３
年
度

の
活
動
方
針
と
し
て
、
署
名

や
意
見
書
採
択
の
取
り
組

み
、
講
演
会
な
ど
六
つ
の
柱

を
提
案
し
、
了
承
し
た
。

総
会
に
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
寄
せ

た
国
会
議
員

宮
本
岳
志
衆
院
議
員
（
共

産
）、
山
下
芳
生
参
院
議
員

（
共
産
）

親子で歯磨き教室

家
族
で
受
講

　「保険でよい歯科医療を大阪
連絡会」は市民講座を開いた９
日の午前に、保険医会館で歯科
衛生士による「正しい歯のみが
き方」教室を開いた。参加した
家族連れや高齢者らにブラッシ
ング指導した。

署名を受け取る山下芳生
参院議員（右）　　　　

国会行動

「
Ｔ
Ｐ
Ｐ
参
加
は
断
念
を
」

大
阪
選
出
議
員
に
要
請

　紙面へのご意見や感想、投稿記
事などを新聞部までお寄せくださ
い。紙面に掲載させていただいた
場合は、図書カード３千円分を進
呈いたします。
（郵送やファクスで、協会新聞部
までお寄せください）


